
 

 

 

 

 

 

 

 
 

  
  

７月14日(金)～19日(水)まで、各学年がプールで着衣水泳の体験を行いました。小学校で着衣水泳の

授業を実施するのは、万が一の水の事故から子どもたちの命を守るためです。 

水の中では、『①体力を消耗しないように力を抜いて浮く。②日常生活で使用しているもの（ペットボ

トル等）を利用して、とにかく頭を水から出す。③動かず助けを待つ。』ことが大切です。また、もし溺

れている人を見かけたときは、自分が飛び込んで助けに行くのではなく、近くの大人を呼びに行ったり、

溺れている人に浮かぶものを投げたりすることも学びました。服を着たまま泳ぐ体験をしたあとのプール

サイドでは、多くの子どもたちの口から「重い～！」「動きにくい！」などの声が上がりました。服を着

たまま泳ぐことが、どれだけ体力を消耗して大変かを、身をもって体験できたようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１学期が、明日で終わります。新型コロナウイルス感染症が５月から第５類となり、今年度は例年に近

い形で授業や学校行事、PTA活動等を進めることができました。こうして無事に夏休みを迎えることがで

きるのも、保護者や地域の皆様方のおかげです。ご家庭でのお子様の健康管理や、様々な活動に対するご

理解とご協力、誠にありがとうございました。 

さて、７月 21 日（金）から、例年通り 42 日間の夏休みが始まります。長期間の夏休みを有効にご家

庭でお過ごしいただき、２学期始めの９月１日（金）に元気に登校してほしいと思います。 

２学期も感染症対策と熱中症対策を併せて行いながら、子どもたちの学びを活かせるように全力を挙げ

て取り組んでまいります。引き続き、保護者、地域の皆様方にご協力をお願いすることもあるかと存じま

すが、どうかよろしくお願いします。 

文責 長谷川 忍 

学校のめあて 

心豊かでたくましく 

自ら学んで未来を創る 

爺 陽 の 空 へ 


